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市政の話題や情報をお届けします

皆
さ
ん
の
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
10
年
の
復
興
支
援
活
動
に
感
謝

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
震
災
発
生
時

か
ら
団
体
、
企
業
、
個
人
の
皆
さ
ん
が
、
そ

の
時
で
き
る
支
援
を
行
動
に
起
こ
し
、
沿
岸

の
復
興
を
後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
の
復
興
支
援
活
動
に

感
謝
の
意
を
表
し
、｢

き
た
か
み
復
興
支
援
協

働
体｣

の
構
成
団
体
な
ど
市
と
協
働
で
復
興

に
取
り
組
ん
で
き
た
６
団
体
へ
、
３
月
８
日
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

６
団
体
の
他
に
も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
、
多
様
な
支
援
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
支
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

団体名 復興支援活動内容

NPO法人いわてNPO-NETサポート 沿岸被災自治体への支援、市民の復興活動支援

NPO法人いわて連携復興センター 被災者･避難者支援、各団体をつなぐ支援ほか

黒沢尻北地区自治振興協議会 沿岸避難者のコミュニティ支援ほか

社会福祉法人 北上市社会福祉協議会 避難者の見守り活動ほか

北上ネットワーク･フォーラム 沿岸被災企業への支援ほか

NPO法人フォルダ 全国各地からのボランティア活動支援ほか

北上ネットワーク･フォーラムは工具

類を集めて沿岸企業へ(2011.６.13)

防災の日(９月１日)、きたかみ震災

復興ステーション開設(2011.９.１)

復興ステーションでは同郷同士が集

まる｢ふるさとカフェ｣が開かれた

避難者を多く受け入れた黒沢尻北地

区は｢絆農園｣で一緒に野菜を育てた

NPO法人フォルダは流しそうめんなど

のイベントも企画して避難者と交流

東日本大震災支援活動の記録 公開中

　震災の年から３年間の、市が取り組

んできた復興支援活動や多くのボラン

ティア活動などをまとめた

記録誌を、市のホームペー

ジで公開しています。

　また、広報きたかみバ

ックナンバーでも関連の

特集をご覧いただけます。

(平成23年３月25日号、平

成24年３月９日号)

■
問
い
合
わ
せ

感
謝
状
贈
呈
に
関
す
る
こ
と
…
政
策
企

画
課
☎
72-

８
２
２
３

復
興
支
援
に
関
す
る
こ
と
…
福
祉
課
☎

72-

８
２
１
３

活動記録誌

広報きたかみ

写真で振り返るさまざまな支援活動
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No.108

ブレイク

 北上市長

深読み｢展勝地誕生」
　大正10年(1921年)５月21日、陣ヶ丘において
展勝地開園記念式典が盛大に開かれた。それから
100年。今ではシーズン40万人を超す観光客が訪
れる、東北有数の桜の景勝地となっている。展勝
地誕生には黒沢尻町長も務めた沢幸さん(沢藤幸
治氏)が大きく関わっていたことは、多くの市民
が知っている。彼はなぜ、このような壮大な計画
を思い付き、実現させたのであろうか。
　沢幸さんは明治14年 (1881年）、町分に生まれ
た。珊瑚橋が開通したのが明治41年(1908年)で
あるから、それまでは黒沢尻町の人々にとって、
対岸は別世界だったに違いない。広い葦

あ し は ら

原と崖上
の松林のコントラストは、極楽浄土を連想させる
風景だったのではないだろうか。さらにその奥に
は、かつて仏教文化の聖地であった国見山極楽寺
が控えていたわけであるから、なおさらである。
　沢幸さんは32歳から東京、大阪と拠点を移しな
がら、ジャーナリズムの世界を通して日本や世界
を知り、同時に北上川対岸の風景が他に類を見な
い景勝地であるという確信を育んたのではないだ
ろうか。以後、36歳ころから展勝地構想実現に向
けて奔走し、40歳で開園にこぎ着ける。開園を急
いだ訳は、大正13年(1924年)の横黒線(現J R北
上線)全線開通が視野に入っていたからだろう。
　沢幸さんが黒沢尻町長になったのは、展勝地開
園から13年後の53歳の時であり、わずか３年務め
た後、56歳で岩手県議会議員になっている。そし
て３年後の昭和14年(1939年)に、岩手県立黒沢尻
工業高校が開校しているのである。ちなみに、沢
幸さんの後に町長になったのが、伊藤彬前市長の
祖父である伊藤治郎助氏であり、二人が示し合わ
せて北上市への工業高校誘致を実現させた可能性
も推測できる。このような先人たちの奮闘によっ
て今の北上市の繁栄があることを、ぜひ心に刻ん
でおきたいものである。

市政の話題や情報をお届けします

地
域
農
業
の
将
来
像
を
ま
と
め
た
計
画
を
見
直
し
ま
し
た

き
た
か
み
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
更
新

　

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
地
域
農

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
定
め
た
計
画
で
す
。

地
域
農
業
の
中
心
と
な
る
経
営
体
や
、
将
来

の
農
地
利
用
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

同
プ
ラ
ン
の
内
容
は
、
地
域
の
話
し
合
い

に
よ
り
作
成
し
ま
す
。
農
業
者
や
農
業
関
係

者
、
地
区
の
代
表
者
が
、
各
地
区
の
課
題
や

集
約
化
に
関
す
る
方
針
な
ど
、
今
後
目
指
す

べ
き
地
域
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

ま
す
。
市
内
で
は
13
地
区
で
策
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
た
び
更
新
さ
れ
ま
し
た(

２
月
現

在
で
14
回
目
の
更
新)

。

　

同
プ
ラ
ン
は
、
市
農
業
振
興
課
、
Ｊ
Ａ
い

わ
て
花
巻(

北
上
地
域
営
農
グ
ル
ー
プ
、
江

釣
子
支
店
、
営
農
セ
ン
タ
ー
北
上
西
部)

で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
更
新
さ

れ
た
内
容
の
う
ち
、「
各
地
区
の
中
心
経
営
体

数｣
｢

地
区
の
課
題｣

「
農
地
の
集
約
化
に
関

す
る
方
針｣

な
ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
農
業
振
興
課

☎
72-

８
２
３
９

４
月
１
日
か
ら
利
用
可
能
で
す

北
上
第
２
運
動
場
夜
間
照
明
施
設
の
利
用
開
始

　

北
上
総
合
運
動
公
園
の
第
２
運
動
場
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
に
く
い
人
工
芝
で
す
。
こ

の
た
び
、
夜
間
照
明
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、

利
用
者
の
利
便
性
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
面
・
半
面
点
灯
が
で
き
る
た
め
、

使
用
方
法
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
夜
間
照
明
施
設
の
設
置
に
伴
い
、

同
運
動
場
の
利
用
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
使
用
開
始
日
…
４
月
１
日
㈭　

■
夜
間
照
明
使
用
料
…
全
面
２
０
０
０
円
、

半
面
１
０
０
０
円
（
運
動
場
使
用
料
は
別
途)

※
利
用
時
に
は
、
北
上
総
合
体
育
館
で
夜
間

照
明
点
灯
用
の
コ
イ
ン
を
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

■
変
更
後
の
運

動
場
利
用
時
間

…
18
時
か
ら
21

時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

…
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
☎
72-

８

３
１
３
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市
の
施
策
に
対
す
る
市
民
の
満
足
度
や
重
要
度
を
伺
い
ま
し
た

令
和
２
年
度
市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
公
表

　

市
民
意
識
調
査
は
、
市
の
施
策
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
満
足
度
と
、

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
の
重
要
度
な
ど
を

定
期
的
に
把
握
す
る
も
の
で
、
今
後
の
方
向

性
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
評
価
や
事
業
企
画
な

ど
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
２
年
に
一
度
実
施
し
、
今
回
で
８

回
目
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
政
策
企
画
課
☎
72-

８
２

２
９

調査期間 　令和２年９月19日～10月16日

調査対象 　16歳以上の市内在住者1,300人(無作為抽出)

調査方法 　調査票と回答依頼リーフレットを対象者に郵送。

　　　　　回答者は調査票に直接書きこんで郵送するか、イン　

　　　　　ターネット上のフォームに入力して回答する。

回収結果 　827票　回答率 63.6%　回答率は過去最高　　　

調査内容　①施策ごとの満足度・重要度・優先度 

　　　　　②施策の成果指標として定点観測する設問

　　　　　③合併30周年に係る市民意識 

　　　　　④市政に対する総合的な満足度

調査の概要

■
市
の
施
策
と
は

　

市
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
す
重
要
な
計

画
を｢

北
上
市
総
合
計
画｣

と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、「
子
育
て｣

｢

商

工
観
光｣

「
道
路
維
持｣

｢

地
域
づ
く
り｣

な

ど
、
27
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
目
標
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

市
民
意
識
調
査
で
は
、
こ
れ
ら
を｢

基
本

施
策｣

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
満
足
度
や
重
要

度
な
ど
を
評
価
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
来
は
27
分
野
で
す
が
、
一
部
回

答
が
し
や
す
い
よ
う
に
細
分
化
し
、
全
部
で

31
分
野
に
つ
い
て
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　
※
本
調
査
の
結
果
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
３
庁
舎(

本

庁
舎
、
江
釣
子
庁
舎
、
和
賀
庁
舎)

、
各
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
配
架
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

順位 上　位 下　位

１位 健康・医療 4.29
情報

ネットワーク
3.56

２位 災害対策 4.16 公共交通 3.58

３位 学校教育 4.10 土地利用 3.71

■表①　平均満足度(６点満点)の順位(上位・下位)

順位 上　位 下　位

１位 子育て環境 5.13
市民･企業･

行政の協働
4.16

２位
高齢者・

障がい者福祉
5.12

市民主体の

まちづくり
4.20

３位 健康・医療 5.09
情報

ネットワーク
4.22

■表②　平均重要度(６点満点)の順位(上位・下位)

１ 

施
策
の
満
足
度
・
重
要
度

　

31
の
施
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
満
足
度

と
重
要
度
を
６
段
階
で
評
価
い
た
だ
き
ま
し

た
。
左
表
は
そ
の
平
均
点
の
上
位
・
下
位
の

３
位
ま
で
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

満
足
度
で
は｢

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

｢

公

共
交
通｣

｢

土
地
利
用｣

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ

に
関
す
る
施
策
の
満
足
度
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
【
表
①
】

　

重
要
度
で
は｢

子
育
て
環
境｣

や｢

高
齢
者

･

障
が
い
者
福
祉｣

｢

健
康･

医
療｣

と
い
っ
た

福
祉
分
野
が
上
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、｢

市
民･

企
業･

行
政
の
協
働｣

｢

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り｣

と
い
っ
た
、
多

｢満足度｣はインフラの施策に課題

｢重要度｣は福祉分野が上位へ

下位は前回同様の施策が並ぶ結果に

　

市
政
全
般
の
総
合
満
足
度
に
つ
い
て
、
６

段
階
で
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
調
査

の
平
均
点
は
、
６
点
満
点
中
３･

９
５
点
で

し
た
。

　

各
回
答
の
割
合
を
み
る
と
、
市
政
に
満
足

と
回
答
し
た
人(

非
常
に
満
足
、
満
足
、
や

や
満
足)

は
合
わ
せ
て
76･

５
％
と
、
高
い
割

合
で
肯
定
的
な
回
答
と
な
り
ま
し
た
。
【
７

ペ
ー
ジ
図
①
】

２ 

市
政
全
般
の
総
合
満
足
度

様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
市
政
運
営
の｢

し
く
み｣

の
施
策
は
下
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
【
表
②
】



7 令和３年３月26日 6令和３年３月26日

■図②　施策の改善の分析

　

｢

北
上
市
の
住
み
や
す
さ｣

に
関
す
る
質
問

で
は
、
肯
定
的
な
回
答
の
割
合
が
高
い
と
言

え
ま
す
が
、｢

北
上
市
へ
の
愛
着
や
誇
り
を

感
じ
る
か｣

の
肯
定
割
合
は
少
し
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。｢

住
み
や
す
い
ま
ち｣

と
し
て
の

北
上
市
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
新
た
な

魅
力
の
創
出
や
情
報
発
信
力
の
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

各
施
策
の
満
足
度
が
総
合
満
足
度
に
与
え

る
影
響
を
相
関
係
数
に
よ
り
分
析
し
、
下
図

の
４
領
域
に
分
類
し
ま
し
た
。
【
図
②
】

　

相
関
係
数
が
１･

０
に
近
付
く
ほ
ど
、
総

合
満
足
度
に
与
え
る
影
響
が
強
く
な
り
ま

す
。
領
域
Ａ
の
施
策
の
満
足
度
が
上
が
れ

ば
、
総
合
満
足
度
が
よ
り
効
果
的
に
改
善
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

領
域
Ａ
に
は
、
重
要
度
が
低
い
と
評
価
さ

れ
た｢

市
民･

企
業･

行
政
の
協
働｣

｢

市
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り｣

(

６
ペ
ー
ジ
表
②)

な
ど

が
属
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
善
が
、
総

合
満
足
度
の
向
上
の
鍵
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

｢北上市に
住み続けたい｣
88．6％

①子育て環境

②高齢者や障がい者などの支援

③健康づくりの推進と地域医療

④共に支えあう地域福祉

⑤学校教育や家庭、地域の教育力

⑥社会教育

⑦スポーツ振興

⑧芸術・国際交流

⑨産業間連携

⑩活気ある商工・観光

⑪魅力ある農林業

⑫地域産業の雇用環境

⑬地球環境保全

⑭資源循環型社会

⑮災害・防災

⑯安全・安心な地域社会

⑰快適な居住環境

⑱上下水道

⑲道路交通ネットワーク
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■図①　市政全般の総合満足度　

　　　　　 各回答の割合
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■図③　北上市の住みやすさに関する各回答の割合


